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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o鴻ﾂmes　toniques l．．．】，vers et　prose r6ussissent　a　rendre　des　sons　di愈
f6rents＞（p．337）と述べるにとどめている。しかもこの比較研究は，韻文詩
としてくParfum　exotique》とくLa　Chevelure》をひっくるめて扱っている
ので，正確な年代決定をめざしたものではない。
6）（了Lθ5FZθ撹7∫伽ルfα1，6dition　de　Antoine　Adam，　Classiques　Garnier，
1961，P．305，及びPθ漉∫Po伽θ5θηPア05θ，6dition　critique　par　Robert
KopP，　Jos6　Corti，1969，　PP，245－7．　KoPPはく【．．．lapr6s　une　com一
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paraison　minutieuse　d’0ね雇η2‘∫助δ7θet　de　Lααθyθ1πアθ，　J．　Cr6pet　et
G．Blin　concluent，　avec　beaucoup　de　vraisemblance，　a　l，ant6riorit6　des
vers　par　rapport註la　prose＞（p．247）と書いているが，上記註5）の理由
からこれは不正確な記述だと思われる。またAdamは韻文先行の理由として，
散文詩のくMon　ame　voyage　sur　le　parfum　comme　rame　des　autres　hom・
mes　sur　la　musique＞という部分が，韻文の「美しい詩句」，＜Comme
d’autres　esprits　voguent　sur　la　musique，／Le　mien，6mon　amour！
nage　sur　ton　parfum＞の「やや不器用な書き替え」のように思えるという
点をあげているだけである。この指摘はあまりにも印象的すぎるし，また散文
詩を「不器用」と判断したがゆえにそれを韻文の前段階においた人々もいたの
だから，この意見はまったく説得力を欠いていると言わねばならない。
7）　（扉　P1．1，　p．880，　pp．1321－2．
8）Cr6pet，　Blinの研究以外に参照することができたのは次のものである（年代
順にあげる）。
Suzanne　Bernard，五θPo｛｝〃2θθη　ρア05ε　4εβ4ε44θZσかθ1ε459μりη03／o〃鵜
Nizet，1959，　pp．141－3．
阿部良雄，「青い髪よ，暗闇を張りつめた天幕よ……」　r無限』21号，1966
年12月；r悪魔と反復～ボードレール試解一』牧神社，1975年，pp。
108－132に「付記」と共に再録。
岩川　亮，「韻文詩と散文詩の間一ボードレールの場合一」東京外国語大
学フランス語学科論集FZα励ε側1，1973年，　pp．43－66．
Barbara　Johnson，　D萌g節碗oη3伽Zαη8αgθρ04吻πθ，　Flammarion，1979，
ch．　II＜La　Chevelure　et　son　double＞，　PP．31－55．
9）　1857年に散文詩が最初に発表された時にこの箇所はく1es　langueurs　des
10ngues／oπ7η4θ8＞となっていた。1861年から現在の表現にあらためられた
が，その際にBaudelaireが音の効果を重視したことは間違いない。
10）　＜A　c6t6　d，o〃露わ7θ，　opaque，　∫4η｛｝わ7ε∫　se　fonce　peu；quelle　d6ception，
devant　la　perversit6　conf6rant　a／o躍comme　aη厩∫，　contradictoirement，
des　timbres　obscur　ici，　la　clair》　（St6phane　Malla㎜6，＜Crise　de　vers＞，
血αμy7θ3　co〃ψ1（｝∫θ8，　Bibliothさque　de　la　Pl6iade，　P．364．）
11）G6rard　Genette，＜正e　jour，　la　nuit＞，血Fな㍑7ε311，6ditions　du　Seu皿，
1969，　pp．112－3．
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12）Maurice　Grammont，　Pθ’ゴ∫〃απ6　dθyθ73醒cαガoη1ンαηf傭θ，　Armand　Colin，
1965，pp．55－60．
13）Roman　Jakobson，五35鷹3　dlθ1ごπg漉∫勿πθ86π6zπ1，　traduit　de　l，anglais　et
pr6fac6　par　Nicolas　Ruwet，　Les　6ditions　de　minuit，1963，　t．1，　p．235，
イタリックJakobson．
14）　Pierre　Fontanier，五θ5　F∠8㍑7θ8伽4∫∫coπ雌，　Flammario11，1968，　p．372．
15）　P1．　II，　PP．164－5，　Tゐ60do7θ　dθ　Bαηy1πθ　（1861）．
　　　　’P6）　　0ρ．　cπ．，p．142．
17）　Danielle　Bouverot，　＜Comparaison　et　m6taphole＞，ill　Lθ1弛ηρ鷹5
〃20dθ7ηε，　1969，　p．233．
18）encolureが人間の首の意をもつようになったのは，比較的新しいことだと
思われる（rリトレ』にはこの意味はない）。しかもその場合には首の太さ，
力強さといった概念を伴っていて（＜Cou　de　l’homme（consider6　dans　sa
　　　　　　　　　　　　　　o№窒盾唐唐?浮秩C　sa　force）〉（Petit　Robert）；ex．＜La　robuste　encolure　d’耳mile
Zola＞（Daudet），＜avec　une　encolure　de　taureau＞　（Duhamel）など），
女性の首に関して用いるのはあまり適切ではないようだ。しかしBau　delaireは，
＜Al16gorie＞の中でもくc’est　une　femme　bene　et　de　riche　encolure，／
Qui　laisse　dans　son　vin　trainer　sa　chevelure＞　（Pl。1，　p．116）というよ
うにchevelureと韻を踏ませている。またPierre　Guiraud．はくLa　Chevelure》
において髪はfortes　tresses，　crini6re　lourde，　m6ches　torduesなどの形容詞
が示すように「力強さ」の象徴となっていることを指摘している。（恥5伽dθ
3’ア1∫8認g〃ε，6dition　K血1cksieck，1969，　p．180．）
19）　（γVictor　Brombert，＜The　WiU　to　Ecstasy：The　Exemple　of　Baudelaire’s
‘‘狽＝@Chevelure”〉，㎞　yご1θFアθηc海3如d∫θ5，　no　50，豆974，　p．60，＜　【．．．1
‘‘狽盾奄唐盾氏h（fleece），　referring　to　the　hair，　but　immediately　also，　by　means
of　the　allusion　to　the　mythological　fleec6，　to　the　notion　of　an　exotic　voyage，
of　a　quest．〉　（茨aussi，　Barbara　Johnson，　oρ．‘∫∫．，　p．41，＜Et　le　mot
‘‘狽盾奄唐盾氏h，　rappelant　l，objet　de　la　quete　mythologique　des　Argonautes，
entoure　d6s　le　d6but　la　chevelure　d’un　halo　de　fiction＞．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
20）　「金羊毛」はまた，錬金術の用語でもあることを付言しておきたい。rリト
レ』にはくTerme　d，alchimie．　Toison　d’or，　mati6re　par　le　moyen　de　la一
quelle　oll　fait　les　ouvrages　de　la　pierre　ph∬osophale》とある。また『19
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世紀ラルース』は次のように言う。＜Suidas，　le　lexicographe，　a　6crit　que
cette　toison　6tait　un　livre　en　parchemin　qui　contenait　le　secret　de　faire
de　l’or［．．．1．〉いずれにせよ夢想の出発点となるこのtoison－chevelure
は，詩的宇宙という黄金を作り出すための鍵であり秘術であるという読み方も
できるだろう。
21）　Gaston　BachelardはL協σπθ’1ε376yθ5（1941；Jos6　Corti，1978）の中
で，波うつ髪のイメージが水の想像力と深く結びついていることを指摘してい
る。＜［．．．】il　suffit　qu，une　cheveldre　d6nou6e　tombe－coule－sur
des　6paules　nues　pour　que　se　rεanime　tout　le　symbole　des　eaux．〉（p．
115）水面にただようオフェーリアの髪，水辺で長い髪を櫛けずるオンディー
ヌたちの姿は，髪と水の結びつきをよく表わしている。また彼はく［．．．］i1
apparaft　bien　clairement　que　ce　n’est　pas　la　forme　de　13　chevelure　qui
fait　penser吾reau　courante，　c’est　soll　mouvement．　L．．】dさs　qu’eUe
oηd’π1θ，elle　amさne　naturellement　son　image　aquatique》　（p．117，イタ
リックBachelard）と述べて水のイメージを呼び起こすのは特に髪の「動き」で
あることを指摘しているが，韻文詩のmoutonnerもondulerと同様に水の夢想
を導く役割を果たしている。
22）　　Pl．　II，　P．108，　Th60ρhπε　σα！4ガθ7　I　I］　（1859）．
23）　0ρ．cf’，，　P．152　note，イタリックGenette．
24）　　P1．　II，　P．133，　レ70∫oア171♂go　（1861）．
25）　　Pl．1，　pp．880－1．
26）　0ρ，o∫乙，　P．61，イタリックJakobson．　　　　　　　　　　　　，
27）　0ρ，6ご乙，P．48，イタリックJohnso11．
28）対象への欲望，対象との一体化，そして陶酔を表わすのに，Baudelaireはこ
の「飲む」という動詞を好んで使っているようだ。たとえば＜Le　Balcon＞の
中に次のような語句がある。＜Et　mes　yeux　dans　le　noh　devinaient　tes
prunelles，1Et　jeわπyα∫5　ton　souffle，6douceur！6poiso111〉　あるいは
「通りすがりの女」との一瞬の視線の交流は次のように描かれる。　＜Moi，
je枷y偽，　crisp6　comme　un　extravagant，／Dans　son　cei1，　ciel　livide　oh
ge㎜e　l’ouragan，／La　douceur　qui　fascine　et　le　plaisir　qui　tue．》このテ
一マについては，奥本大三郎氏の論考（「瞳，髪，飲むこと一ポオ，ボオド
レール，ランボオ」，『ユリイカー総特集ボードレール』，青土社，1973，
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pp．326－337）がある。
29）　このイメージは，海洋用語としてのbrasがもつ意味によっても裏付けられる。
すでに述べたようにそれは帆桁の転桁索のことであり，そこからbrasは船の帆
とつながっている。
30）Baudelaireはその詩の中でしばしば「私」を船に喩えていることを指摘して
おきたい。たとえば＜Le　Serpent　qui　danse＞の中では，女性の髪がやはり
海に喩えられ，「私の魂」はその上を進む船となる。＜Comme　un　navire
qui　s，6veille　l　Au　vent　du　matin，1Mon　ame　reveuse　apPareille／Pour　un
ciel　lointain．〉またく正a　Musique＞においても同じように，音楽は海に
（＜La　musique　souvent　me　prend　comme　une　mer！》）そして「私」は船
に比されている。＜Je　sens　vibrer　en　moi　toutes　les　passions1D’un　va憾
seau　qui　souffre；／Le　bon　vent，1a　tempete　et　ses　convulsions　l　sur　1’im一
mense　gouffre／Me　bercent．［．．．1＞さらにもうひとつく正es　Sept　Vieilボ
1ards＞からの例をあげてみよう。＜Vainement　ma　raison　voulait　prendre
la　barre；／五a　tempete　en　jouant　dξroutait　ses　efforts，／Et　mon　ame
dansait，　dansait，　vie皿e　gaba荘e／salls　mats，　sur　une　mer　monstmeuse
et　sans　bords！〉幸福な夢想、から果てしない不安にいたるまで，あまたの感情
にゆすぶられる「魂」の動きを詩人は好んで波間にただよう「船」の姿に託し
て表現している。同様の比喩は，＜L’H6autont㎞oroum6nos＞，＜L’lrr6m6一
diable》，＜Le　Voyage＞にも見られる。また散文詩にもくLe　Coηガ’θ07
de　rartiste》，＜L’Invitation　au　voyage＞に「私の存在」あるいは「私の思
考」を船に喩えている箇所がある。
31）同様の構造は＜Un　voyage　a　Cyth6re＞の第1節においても，やはり「私の
心」と「船」の関係を伴って現われる。＜Moηcα～π7，　comme　un　oiseau，
voltigeait　tout　joyeux／Et　planait　librementゑ1’entour　des　cordages；／
Lθηαy∫7θroulait　sous　un　ciel　sans　nuages，！Comme　un　ange　enivr6
d’un　solen　radieux．》旅立ちに浮き立つ心と雲ひとつない空の下を進む船は，
どちらも直喩を伴いつつ平行的に描かれている。一方，＜La　Chevelure》のテ
クストの場合には，船を表わすvaisseauという語の語源がひとつの手がかりを
与えてくれる。この語は後期ラテン語のyα30ε11π〃2（りα5＜vase＞の指小辞）
からきており，もともとは液体を入れる容器（vase　quelconque　destin6　a
contenir　des　liquides）の意であった。『リトレ』にはこれが第一義として出
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ている。つまり香りや音や色を「飲む」ことのできる魂（mon　ame）は，液体
のための器（vaisseau）でもあるわけだ。
32）　＜Coη！ヒ）η6『7θalouteゑ〃2∂1θ71’id6e　qu，on　ne　peut　plus　dist血guer　les　choses
ou　les　personnes　r6unies》　（Henh　B6nac，1）∫c∫ゴoηηαかθdθ∫5アηoηア7ηθ8，
Hachette，1956）．
33）　Barbara　Johnsonも同様の見解を示している（oP．　o鉱，　P．46，　P．50）．
34）＜Le　principe　de　similarit6　gouveme　la　po6sie；［．．．】La　prose，　au　con・
traire，　se　meut　essentiellement　dans　les　rapports　de　contiguft6。　De　sorte
que　la　m6taphore　pour　la　po6sie　et　la　m6tonymie　pour　la　prose　constituent
1a　ligne　de　moindre　r6sistance，　ce　qui　explique　que　les　recherches　sur　les
tropes　po6tiques　soient　orient6es　principalement　vers　la　m6taphore．〉（0ρ．
o∫’．，　pp．66－7．）
35）　乃奴，pp．62－3．　Jakobsonによる隠喩と換喩の2分法においては，提喩は
換喩に含まれている。ただしここで彼が言う提喩とは，部分でもって全体を表
わす提喩に限られる。
36）　これはBaudelaireが1864年2月7日，　LεF∫gαアoに数篇の散文詩を発表し
たとき，冒頭に置かれた文章の一部で，Lθ．F∫gα70の記者Gustave　Bourdinに
よって署名されている。しかしRobert　Koppは，この記事にHoussayeへの献
辞やBaudelaire自身の手紙の中の散文詩に関する記述と共通する表現が多いこ
となどから，詩人自身が書いたのではないとしても少くともその影響下に書か
れたものだと考えている（oρ．c砿，　pp．　LXIII－LXIV）6
37）　　P1．　II，　P．165，1フ260doアθ　dθ　Bαηyゴ〃θ　（1861）．
38）　　PI．1，　p．880．
39）　　Pl．　II，　P．133，　7∫o∫07　11z48・o　（1861）．
40）　　0ρ．c∫∫．，　p．142．
41）　Cit6　par　Robert　Kopp，　oρ．　o既，　p．　Lvl．この記事は1862年10月11日，
Jo蹴ηα1α〃2πぶ侃’に＜Causerie＞の題で発表された。
42）　散文詩は，抽象物を具象化することによって生じる奇異な効果を活用してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　魎驕Bたとえば＜Le　Joueur　g6n6reux＞の中では「魂」が賭けの賞品として物
質化されているし，またくPerte　d’aur601e》でも，「後光」は具象化されて，
まるで帽子か何かのように扱われている。
43）　　（扉　　＜Perte　d’aur601e＞
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